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知 っ て お き た い ！ 祇 園 新 橋 の 仕 来 り 
時 節 や 行 事 に あ わ せ て 、 や っ て お き た い こ と と は ! ? 

【日時】2017 年12 月 12 日（火）午後 1 時 30 分～3 時 

【場所】「登希代の２かい」（大和大路新橋通上ル東側） 

【申込】申込は不要です。会費も無料です。気楽にご参加ください。 

祇園新橋を大切に思う皆さまのご参加お待ちしています！ 

第 37 回 意見交換会のご案内 

 

 

発行：祇園新橋まちづくり部 

TEL :090-1918-4249（冨田） 

Email:gionshinbashitatumi@gmail.com 

HP: http://gion-shinbashi.blog.jp/ 

祇園新橋地域のまちづくりをすすめる、ひとつの集まりとして「祇園新橋まちづくり

部」は活動をしています。「祇園新橋まちづくりニュース」は、これからのまちづくり

を皆様とともに考え、その取組をお知らせするニュースです。 

まちづくりニュース  
祇園新橋 
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報 告 
辰巳大明神 お火焚祭 

 11 月 20 日（月）に、辰巳大明神のお火焚祭が執り行われ、祇園新橋まちづくり部が幟立てと足洗い

のお世話をさせていただきました。 

 昔は、それぞれの家でもお火焚きをすることもあったそうです。また、火床に入れた焼きミカンを食

べる風習は京都市内でも珍しいようですが、風邪に効くといわれています。 

 当日は、地域のお年寄りの方もたくさん来ていただき、焼きミカンを召しあがってくださいました。

世代を越えて交流することで、しっかりと伝統と文化を引き継いでいきたいと思います。 

 報 告 落葉掃き  お火焚き祭の前日となる 11 月

19 日（日）に白川沿いの落葉をお

掃除いたしました。 

 当日は、地域より 27 名、地域

外からは、古都フォトさん、TVB

さん等 5 名、また、京都女子大の

学生さん 9 名も参加くださり、の

べ 41 人で行いました。 

 回を重ねるごとに人数も増え、

その輪も大きくなってきたのが、

嬉しいですね(^^) 

  

足洗いのお雑煮は八咫さんに作ってい

ただきました。ごちそうさまでした。 

幟立てには、京都女子大の学生さんたち

がお手伝いくださいました。 

地域からもたくさんのご参列いただき

ました。 

 小さな子供も掃除に参加くださいまし

た。地域の思いを紡いでいきたいですね。 



 第 36 回意見交換会＜知っておきたい祇園新橋あるある＞  

  新しく地域に入ってきた方にどうやって祇園新橋らしさを知っても

らい、そして、地域の力となってもらえるかを、皆さんの経験から話し

合いました。 

 初めての試みとして、アンケートを書いていただき、それをもとに話

し合うワークショップ形式で進めました。ポイントが整理されること

で、活発な意見交換ができ、また、その意見をひとつひとつ拾い集めな

がら共有することができました。 

 寄せられた意見は、祇園新橋のことを分かりやすく伝えられる「景観

づくり計画書」に反映させていきたいと思います。 

報 告 

           

 

意見交換会メモ 

1．【アンケート】「地域に、新しい仲間を受け入れていくために！」多かった意見など 

■ご挨拶など、地域の方へ関わる第一歩は？ 

・とにかく、あいさつに行くことが重要。 

・町内会長へのあいさつは欠かさずに。 

・路地奥は、分かりにくいせいか、あいさつにも来ないし、チラシも入らない。←お店だと、営業している

時に訪ねることができるが、住宅は分かりにくい。 

・掃除当番が大切。親しく話すきっかけになる。 
 
■ご近所とのお付き合いや、町内の活動や季節ごとの行事など情報交換は？ 

・まちづくり部を通じて、祭りや掃除などの情報を得ている。 

・まちづくり部を、ご近所づきあいに活かしてほしい。 

・町内会長に聞く。 

・辰巳大明神の祭りがあるのは、地域への入りやすさになっている。 
 
■この地域に来たかった理由、地域の価値、現状や課題は？ 

・風情があって、いかにも祇園っぽいところ。 

・京都といえばここ。日本として誇れるところ。 

・この地域で事業を行うことで、商売に高付加価値がつく。 

・お掃除や祭りに参加することでつながりができ、しきたりも深く理解するようになった。 

・ご祝儀の相場とか、「しきたり」が明文化されていなくて難しい。 

・本社（東京など）に、つきあいの大切さや京都のまちの難しさをなかなか理解してもらえない。 

・芸妓さんが住んでいた時のイメージと、現在の実態とのギャップがある。 
 
■受け入れていくためのアイデアは？ 

・まずは、なんでも聞いてみることだと思う。←聞きやすいようにしてあげられるとよい。 

・祭りはよいきっかけになる。 

・ニュースなどの情報発信ツールがあるとよい。現在のまちづくりニュースもありがたい。 
 
■これから来る人達へメッセージを送るとしたら？ 

・分からなければ、なんでも相談してください！ 
 

２．その他 

■前撮り 

・実態調査を行いたい。英語・中国語版も用意、できればその場で書いてもらいたい。 

・調査をおこなって、それら事業者との会合を持ちたいと考えている。 

■白川南通 

・遊歩道化については、11/13に要望書を警察に提出した。時間帯等は協議の必要がある。 

・石畳の改修は 12/1～。工事中は通行止めだが、歩道は通れる。 

 

11 月 14 日（火）「登希代の２かい」

にて。参加者は 15 名でした。 


